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アブストラクト：グローバル化が進んだ今,外国語を取得する重要性が高まっているが,聴覚障害児にとっ

て外国語の言語取得は非常に難易度が高い.そこで聴覚障害児特有の言語取得方法にアプローチした教材を

作成し,それを用いた実証実験の結果から効果的な機能を追加し更なるデザイン向上を目指す. 
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１.はじめに 

 生まれつき聴覚障害を持つ人は,言語取得

に時間がかかるのが現状だ.母国語の習得に

は身近なサポートがあるが,外国語の習得は

さらに難易度が高く,課題が多い.これまでの

アプローチは読み書きに特化し,視覚的な工

夫を用いることが多かったため,スピーキン

グ能力はあまり重視されていなかったが,グ

ローバル化が進む現代では,異文化交流の頻

度が増し,外国語でのコミュニケーションの

重要性が高まっている.そのため,聴覚障害者

も早期に外国語を学び,スピーキング能力を

向上させる必要があるが,その理解を深める

ことが難しいという課題もある.そこで聴覚

情報だけでは不安な,また聴覚優位ではない

児童には,写真や絵カードなどの視覚的支援

の行える教材の使用や,音の「見える化」も有

効な手立てとなる（大谷,2020）ことが分かっ

ている.具体的には,体を使ってリズムを取り

ながら話すこと,視覚支援では,アクセントが

付く文字に色を付けたり,字を大きくするな

どして,児童たちに音のイメージを持ちやす

くさせること,先生の口元をしっかりと見せ

ることが音の「見える化」につながることが大

谷らの研究を踏まえたうえで分かったことで

ある.これらの研究をもとに,聴覚障害児特有

の言語取得方法にアプローチした教材を利用

してもらうことで,発音取得の遅れを補助す

ることができるのではないかという仮説を立

て,本研究に取り組んでいく. 

 

２.研究手法 

今回の研究は大きく 3 つのステップを踏ん

で進めていく.1 つ目は,聴覚障害児が外国語

の言語取得をスムーズに行えるための教材を

作成する.教材の特性や詳細についてだが,英

単語をネイティブに聞こえるようなカタカナ

に変換したものを記載し,中央線から上下に

別れることで文字のイントネーションを視覚

的に伝えるようにデザインに工夫を施してい

る.2 つ目に,実証実験を行っていく.こちら

は,1 つ目のステップの際に作成した教材を使

用し,その効果を検証することによって得た

実証結果と被験者からのフィードバックをも

らいデータを収集する.3 つ目に,性質向上の

段階に移る.実証実験から得たデータをもと

に教材のブラッシュアップを行う.実証実験

から得た結果の具合によって,先行研究とし

て紹介した触覚支援による効果からを参考に,

視覚支援以外の手がかりを増やすことも視野

に入れて進めていく. 

 

３.検証 

 制作した教材をもとに,本研究の検証を進めて
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いく.図 1 は制作した教材の一例である. 

 

図１ 実証実験で使用する教材 

 

検証は図 2 の通り,検証者,被験者,AI 翻訳を

使用し,オリジナル教材の効果や仕様を検証

した. 

 

図２ 実証実験の流れ 

 

４.結果 

 検証を行った際に,協力してくれた被験者

にアンケート調査を行った.内容は事前アン

ケート,事後アンケートの２つに大きく分け

て調査を行い,事前アンケートでは主に英語

の使用頻度等の調査を行うことで教材として

適切であったかどうかを確認した.事後アン

ケートでは実験を通しての感想を主に調査し

た. 特に印象的だった問題,スライド やスラ

イドの見やすさを含めたレベルデザイン等の

設問に,フォントのサイズ統一や背景色を少

なくし,情報量を減らすことの改良の指摘を

受けた. 

 

５.展望 

 事前アンケート,事後アンケートを踏まえ

たうえで,ペルソナである聴覚障害児にとっ

て情報量が多いデザインになると狙った効果

を発揮できないと感じたため,デザインの変

更とその他のルールを詳細に決めていく.ま

た,アニメーション機能の追加を検討し,３

DCG を使用して口元や口内の動きを再現した

アニメーションを機能として追加することを

検討していきたい. 
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